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東部ふれあい朝市

朝市が、東部地域センタ－で初めて開かれました。⼩⾬交じり

の５⽉２３⽇の朝、１０時。Ｎさんが⾬男だからなあ、まだま

だ修⾏が⾜りないかあ・・・なんて冗談を⾔いながら、広場へ出

てみたらご覧の通り

待ってましたとばかり、ご近所さんが集まりました。わあ、こんなに

沢⼭来てくれたの・・・・

センター⻑の松本さんもほっとしたことでしょう。

東部地域センターは、⼤⾨町の集合住宅に囲まれた中⼼に

あって、東久留⽶駅東⼝から徒歩１０分、路線バスも通って

いて交通は⾄極便利なところである。

それかあらぬか、⽇常品や⾷材の買い物は意外と不便であ

る。近くに商店街はあるが歩くには、やや遠い。朝市はこの不便

を解消しようというスタッフの発想から始まった。近くの⽣産者た

ちにお願いし、地場産を扱うことにした。

今⽇はキュウリはなかったけれど、キュウリが欲しければ申し訳な

いけれどほかの店で買って下さい、ここはあくまで地場産で、しか

も旬のものしかありませんよという朝市・・・⽣産者の１０年来

の経験から始まった・・・⾨前、新川、東本町の⽣産者の⽅々

です。

朝市の究極の⽬的は「ふれあい」です。野菜や花卉のほかに地

域のみんさんが創っていただいた⼿作りのパンやクッキー、お菓

⼦など、「みんなの朝市」、「みんなで創るふれあいの朝市」になったらいいと思っていますと松本さん。・・・素晴らしいこ

とです。是⾮々々続けてもらいたいものです。

次回は６⽉２７⽇１０時からです。皆さん期待して待ってて下さい。

東部地域センターでは、他のセンターにないイベントとして、「ウ

ォーキング」と「⾚ちゃんの部屋」があります。

ウォーキングは、年四回、地域の実⾏委員会で運営されてい

ます。３年続いているそうです。ただ歩くだけでなく何かを学習

することにねらいを置いているそうです。

【ウォーキング⾵景 東⼤農場へ】

「はっぴーｍａｍａのあかちゃんの部屋」は⼀昨年からスター

トし、毎⽉⼀回、１歳半までの⾚ちゃんとママが⾃由に過ごせ

るフリースぺースです。

多い時には２０組の親⼦が利⽤したそうですから、少⼦化の

時代とは思えませんね。ママ友づくりのきっかけを作るふれあいの

場です。

はっぴーｍａｍａ！ 全員集合！！

ウォーキングといい、⾚ちゃんの部屋といい、地域のセンターとしての本来の機能を⼗分に発揮していただいています。

これからも期待しています。

市⺠記者 りきムーナ
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